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2
0
2
0
年
内
に
静
岡

－

山
梨
間
全
線
が
開
通
す
る

しらすしらす
静岡県は、しらすの水揚げ量
が全国でもトップクラス。

静岡市内では、用宗漁港・清水港・
由比漁港周辺で漁獲され、
生、釜揚げ、素干しなど
の形態で食されています。

静岡の美味
シ ズ ビ ミ

静岡商工会議所
LINE公式アカウント始めました！

友だち追加は
コチラから

ご登録ください。

清水港コンテナターミナル
静岡の美見
シ ズ ビ ミ

清水港は、毎月110隻以上のコンテナ船が接岸する二つのコンテナ
ターミナルを有しており、表紙は新興津コンテナターミナル。
水深15ｍ、延長700ｍの耐震強化岸壁で、18列対応の耐震・免振
ガントリークレーンを配置した高規格なターミナルです。
後方左側・上部囲み写真の青い屋根の建物は、本年１月29日に竣工
した「新興津国際物流センター」で延床面積74,000㎡の倉庫。
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2
0
2
0
年
内
に

静
岡
ー
山
梨
間
全
線
が
開
通
す
る

中
部
横
断
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動
車
道
の
事
業
経
緯

昭
和
62
年
６
月

（
１
９
８
７
）

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
1
4,
0
0
0
㎞
の
高
規

格
幹
線
道
路
網
が
閣
議
決
定

昭
和
62
年
９
月

静
岡
県
清
水
市（
現
静
岡
市
）〜
長
野
県
佐
久
市
間（
L=

1
3
2

㎞
）が
予
定
路
線
と
し
て
決
定

平
成
元
年
２
月

（
１
９
８
９
）

山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町（
現
富
士
川
町
）〜
山
梨
県
北
巨
摩
郡

双
葉
町（
現
甲
斐
市
）間（
L=

16
㎞
）が
基
本
計
画
決
定

平
成
５
年
11
月

山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町（
現
富
士
川
町
）〜
山
梨
県
北
巨
摩
郡

双
葉
町（
現
甲
斐
市
）間（
L=

16
㎞
）に
施
工
命
令

平
成
９
年
２
月

山
梨
県
北
巨
摩
郡
長
坂
町（
現
北
杜
市
）〜
長
野
県
南
佐
久
郡

八
千
穂
村（
現
佐
久
穂
町
）間（
L=

34
㎞
）が
基
本
計
画
決
定

平
成
10
年
４
月

（
１
９
９
８
）

長
野
県
佐
久
南
I
C
〜
長
野
県
佐
久
J
C
T（
現
佐
久
小
諸

J
C
T
）間（
L=

８
㎞
）に
施
工
命
令

平
成
８
年
12
月

静
岡
県
清
水
市（
現
静
岡
市
）〜
山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町（
現

富
士
川
町
）間（
L=

59
㎞
）が
整
備
計
画
決
定

佐
久
南
I
C
〜
佐
久
J
C
T（
現
佐
久
小
諸
J
C
T
）間（
L=

８

㎞
）が
整
備
計
画
決
定

平
成
3
年
12
月

長
野
県
八
千
穂
村（
現
佐
久
穂
町
）〜
長
野
県
佐
久
市
間（
L=

23

㎞
）が
基
本
計
画
決
定

静
岡
県
清
水
市（
現
静
岡
市
）〜
山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町（
現
富

士
川
町
）間（
L=

59
㎞
）が
基
本
計
画
決
定

山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町（
現
富
士
川
町
）〜
山
梨
県
北
巨
摩
郡

双
葉
町（
現
甲
斐
市
）間（
L=

16
㎞
）が
整
備
計
画
決
定

港
湾
・
交
通
運
輸
部
会
特
集

L=延長、IC=インターチェンジ、JCT=ジャンクション

新清水ジャンクション新清水ジャンクション新清水ジャンクション

　

静
岡
県
静
岡
市
の
新
清
水
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
を
起
点
と
し
、長
野
県
小
諸

市
の
佐
久
小
諸
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に

至
る
延
長
約
1
3
2
㎞
の
高
規
格
幹

線
道
路
で
あ
る「
中
部
横
断
自
動
車

道
」の
整
備
が
進
み
、2
0
2
0
年
内

に
静
岡
県
と
山
梨
県
を
結
ぶ
全
線
が

開
通
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、今
回
の
港
湾・交
通
運
輸

部
会
特
集
で
は「
中
部
横
断
自
動
車

道
」の
事
業
経
緯
と
整
備
状
況
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、（
一
財
）静
岡
経
済

研
究
所
の
調
査
を
も
と
に
開
通
効
果

等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



　

中
部
横
断
自
動
車
道
は
、静
岡
県
静

岡
市「
新
清
水
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョン
」を
起
点

と
し
、長
野
県
小
諸
市「
佐
久
小
諸
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョン
」に
至
る
延
長
約
1
3
2
㎞
の

高
規
格
幹
線
道
路
で
す
。中
部
横
断
自

動
車
道
は
、東
名
高
速
道
路
、新
東
名
高

速
道
路
、中
央
自
動
車
道
お
よ
び
上
信

越
自
動
車
道
と
接
続
し
ま
す
。上
信
越

自
動
車
道
と
接
続
す
る
こ
と
で
日
本
海

ま
で
到
達
、太
平
洋
と
日
本
海
が
高
速

道
路
で
つ
な
が
る「
中
部
日
本
横
断
自
動

車
道
」の
一
翼
を
担
い
ま
す
。ま
た
、上

信
越
自
動
車
道
、北
関
東
自
動
車
道

と
一
体
と
な
っ
て
東
京
か
ら
1
0
0
〜

1
5
0
㎞
圏
を
環
状
に
結
ぶ「
関
東
大

環
状
連
携
軸
」を
形
成
し
ま
す
。

新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
富
沢
Ｉ
Ｃ
間

（
2
0.
7
㎞
）、下
部
温
泉
早
川
Ｉ
Ｃ
〜
中

央
自
動
車
道
双
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間（
3
3.
7

㎞
）、八
千
穂
高
原
Ｉ
Ｃ
〜
上
信
越
自
動

車
道
佐
久
小
諸
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間（
2
2.
4
㎞
）

が
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
開
通
し
て
お

り
、令
和
元
年
11
月
に
は
富
沢
Ｉ
Ｃ
〜
南

部
Ｉ
Ｃ
間（
6.
7
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。

ま
た
、南
部
Ｉ
Ｃ
〜
下
部
温
泉
早
川

Ｉ
Ｃ
間（
1
3.
2
㎞
）が
令
和
２
年
内
に

開
通
予
定
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
で
静
岡

県
か
ら
山
梨
県
の
間
全
線
が
開
通
す
る

予
定
と
なって
い
ま
す
。

　

な
お
、山
梨
県
か
ら
長
野
県
に
か
け
て

の
区
間
で
は
、長
坂
Ｊ
Ｃ
Ｔ﹇
仮
称
﹈〜

八
千
穂
高
原
Ｉ
Ｃ
間（
約
40
㎞
）で
、環
境

影
響
評
価
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

平
成
16
年
１
月

（
２
０
０
４
）

長
野
県
八
千
穂
村（
現
佐
久
穂
町
）〜
長
野
県
佐
久
市
間（
L=

23

㎞
）の
整
備
計
画
変
更（
直
轄
高
速
方
式
で
整
備
）

平
成
14
年
３
月

白
根
I
C
〜
双
葉
J
C
T
間（
L=

6.
8
㎞
）が
供
用
開
始

平
成
16
年
３
月

南
ア
ル
プ
ス
I
C
〜
白
根
I
C
間（
L=

３
㎞
）が
供
用
開
始

平
成
18
年
２
月

富
沢
I
C
〜
六
郷
I
C
間（
L=

28
㎞
）の
整
備
計
画
変
更

（
直
轄
高
速
方
式
で
整
備
）

平
成
18
年
12
月

増
穂
I
C
〜
南
ア
ル
プ
ス
I
C
間（
L=

6.
2
㎞
）が
供
用
開
始

平
成
19
年
12
月

六
郷
I
C
〜
増
穂
I
C
間
の
起
工
式
実
施（
有
料
高
速
区
間
）

平
成
21
年
３
月

富
沢
I
C
〜
六
郷
I
C
間
の
起
工
式
実
施（
直
轄
高
速
区
間
）

平
成
22
年
12
月

（
２
０
１
０
）

長
坂
J
C
T
〜
八
千
穂
I
C
間（
L=

34
㎞
）の
計
画
段
階
評
価
の

試
行

平
成
23
年
３
月

佐
久
南
I
C
〜
佐
久
小
諸
J
C
T
間（
L=

7.
8
㎞
）が
供
用
開
始

平
成
24
年
４
月

身
延
山
I
C
追
加
の
整
備
計
画
変
更

平
成
25
年
６
月

中
富
I
C
追
加
の
整
備
計
画
変
更

平
成
27
年
４
月

長
坂
〜
八
千
穂
間
計
画
段
階
評
価
終
了（
ル
ー
ト
帯
決
定
）

平
成
29
年
３
月

六
郷
I
C
〜
増
穂
I
C
間（
L=

9.
3
㎞
）が
供
用
開
始

平
成
31
年
３
月

（
２
０
１
９
）

新
清
水
J
C
T
〜
富
沢
I
C
間（
L=

2
0.
7
㎞
）、下
部
温
泉

早
川
I
C
〜
六
郷
I
C
間（
L=

8.
4
㎞
）が
供
用
開
始

令
和
元
年
11
月

富
沢
I
C
〜
南
部
I
C
間（
L=

6.
7
㎞
）が
供
用
開
始

平
成
10
年
12
月

長
野
県
八
千
穂
村（
現
佐
久
穂
町
）〜
長
野
県
佐
久
市
間（
L=

23

㎞
）が
整
備
計
画
決
定

静
岡
県
清
水
市（
現
静
岡
市
）〜
山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町（
現

富
士
川
町
）間（
L=

59
㎞
）に
施
工
命
令

中
部
横
断
自
動
車
道
の
概
要
お
よ
び
整
備
状
況

〔
引
用
元
：
山
梨
県
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
よ
り
〕

三保松原（静岡県静岡市）三保松原（静岡県静岡市）三保松原（静岡県静岡市）

ひまわり畑（山梨県北杜市）ひまわり畑（山梨県北杜市）ひまわり畑（山梨県北杜市）

バルーンフェスティバル（長野県佐久市）バルーンフェスティバル（長野県佐久市）バルーンフェスティバル（長野県佐久市）



　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
利
活
用
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、ま
だ
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、本
格
化
す
る
の

は
こ
れ
か
ら
と
い
え
ま
す
。そ
こ
で
、静
岡

県
の
地
域
活
性
化
や
産
業
振
興
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
の
方
向
性
に
つ
い
て
整
理

し
ま
す
。

　

県
内
の
自
治
体
に
は
、ま
ず
効
果
が
顕

在
化
し
や
す
い
観
光
面
で
の
取
り
組
み

強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。静
岡
県・山
梨

県・長
野
県
は
、首
都
圏
や
中
京
圏
と
の

結
び
つ
き
が
強
く
、３
県
の
地
域
資
源
な

ど
に
関
す
る
関
心
や
情
報
が
互
い
に
少

な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。山
梨・長

野
県
民
に
人
気
の
海
の
幸
が
味
わ
え
る

地
域
は
、清
水
港
周
辺
や
焼
津・沼
津
以

外
に
、伊
豆
半
島
や
県
中・西
部
地
域
に

も
数
多
く
あ
り
ま
す
。静
岡
県
に
実
際

に
来
訪
し
、魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
興
味
を
喚
起

し
、交
流
拡
大
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

一
方
、産
業
面
に
お
い
て
は
、や
は
り
清

水
港
を
拠
点
と
し
た
物
流
の
活
発
化
に

期
待
が
掛
か
り
ま
す
。同
港
は
既
に
山

梨
県
の
企
業
に
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、人
手
不
足
や
働
き
方
改
革
が
進
む

中
、荷
主
は
よ
り
効
率
的
な
物
流
を
目

指
し
た
新
た
な
提
案
を
求
め
て
い
ま
す
。

静
岡
県
や
静
岡
市
で
も
清
水
港
活
用
や

周
辺
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
は
始

ま
って
い
ま
す
が
、同
港
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
利

活
用
促
進
に
向
け
た
さ
ら
な
る
支
援
策

の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
間
の
取
引
振
興
や
企
業

誘
致
を
図
る
た
め
に
、山
梨
県
や
長
野
県

へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供
と
と
も
に
、両

県
の
情
報
収
集
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。３
県
に
は
首
都
圏・中
京
圏
に
近
接

す
る
と
い
う
類
似
点
が
あ
り
、大
市
場
へ

の
供
給
地
や
後
背
圏
と
し
て
機
能
面
で

連
携
し
得
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、県
内
企
業
に
は
、中
部
横
断
自

動
車
道
の
開
通
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、幅
広
い
視
点
か
ら
の
活
用

が
望
ま
れ
ま
す
。山
梨
県
や
長
野
県
は
、

消
費
市
場
と
し
て
は
首
都
圏
と
比
較
し

て
小
規
模
で
あ
る
も
の
の
、高
い
製
造
技

術
力
を
持
っ
た
企
業
が
少
な
く
な
い
ほ

か
、農
林
水
産
物
や
観
光
資
源
も
豊
富

で
あ
り
、連
携
先
と
し
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は

高
い
と
い
え
ま
す
。さ
ら
に
、日
本
海
側
に

立
地
す
る
企
業
が
中
京
圏
への
ア
ク
セ
ス

開
通
を
地
域
活
性
化
や
産
業
成
長
の
起
爆
剤
に

国土交通省（新直轄方式）
約23km

併用区間
22.4km

基本計画区間基本計画区間基本計画区間
約40km約40km約40km

未定
約40km

はごろもちゃんはごろもちゃんはごろもちゃん

国土交通省未定

2020年内に静岡ー山梨間全線が開通する中部横断自動車道 港湾・交通運輸部会特集

〔
出
所
：（
一
財
）静
岡
経
済
研
究
所
S
E
R
I
Mon
t
h
ly
2
0
1
9
年
６
月
特
集
よ
り
〕

長坂JCT（仮称）

八千穂高原IC



〔
試
算
内
容
等
の
詳
細
は
次
頁
参
照
〕

一
般
的
に
高
速
道
路
の
利
用
者
は
、走

行
時
間
の
短
縮
や
渋
滞
の
緩
和
、運
転
の

負
担
軽
減
と
いっ
た
メ
リ
ッ
ト（
直
接
効

果
）を
得
ら
れ
ま
す
。ま
た
、高
速
道
路

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、住
民
の
生

活
利
便
性
の
向
上
や
企
業
の
商
圏
拡
大
、

地
域
間
交
流
の
拡
大
、災
害
時
の
代
替

路
確
保
と
いっ
た
多
様
な
効
果（
間
接
効

果
）が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
回
、中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通

効
果
に
つ
い
て
、そ
の
多
く
を
占
め
る
と

み
ら
れ
る「
走
行
時
間
短
縮
効
果
」を

試
算
し
た
と
こ
ろ
、調
査
時
点
の
静
岡

側
の
部
分
で
17
億
円
程
度
、2
0
2
0

年
内
の
新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
六
郷
Ｉ
Ｃ
間
の

全
線
開
通
時
に
は
、年
間
75
億
円
程
度
に

な
る
と
推
計
さ
れ
ま
す（
表
１
）。

な
お
、試
算
結
果
に
は
渋
滞
に
よ
る

損
失
時
間
の
削
減
効
果
や
交
通
事
故
の

減
少
効
果
は
含
ま
れ
ず
、周
辺
道
路
の

交
通
量
減
少
に
伴
う
時
間
短
縮
効
果
も

見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

中
部
横
断
自
動
車
道
の
整
備
に

よ
る
開
通
効
果（
走
行
時
間
短

縮
効
果
）は
年
間
約
75
億
円

表１ 中部横断自動車道・全線（新清水ＪＣＴ～六郷ＩＣ）開通時の走行時間短縮効果

走行台数

乗 用 車 類

普通貨物車

合 　 　 計

時間短縮効果

6,648 千台/年間

1,163 千台/年間

7,811 千台/年間

59.3 億円

15.6 億円

74.9 億円

高速道路株式会社（有料道路方式）
約21km

併用区間 令和2年開通予定
令和元年
11月17日
開通20.7km

6.7km6.7km6.7km 5.2km5.2km5.2km 8.0km8.0km8.0km

併用区間
8.4km

併用区間
25.3km

国土交通省（新直轄方式）

整備計画  H8.12.27整備計画  H8.12.27

約28km
高速道路株式会社（有料道路方式）

約25km

整備計画区間整備計画区間整備計画区間

高速道路株式会社（有料道路方式）
約21km

国土交通省（新直轄方式）

7.1H 2.278 2HH整備計画  H8.12.27

約28km
高速道路株式会社（有料道路方式）

約25km

中部横断自動車道、早期開通！中部横断自動車道、早期開通！中部横断自動車道、早期開通！

下部温泉早川 IC

身延山IC南部IC

長

ル
ー
ト
と
し
て
中
部
横
断
自
動
車
道
の

活
用
を
検
討
す
る
動
き
も
あ
り
、新
た

な
物
流
に
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

高
速
道
路
整
備
は
移
動
時
間
の
短
縮

な
ど
に
伴
う
経
済
効
果
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、地
域
間
の
ヒ
ト
の
交
流
や
モ
ノ

の
流
通
を
拡
大
さ
せ
、新
た
な
成
長
の

起
爆
剤
と
も
な
り
ま
す
。官
民
が
知
恵

を
絞
り
、こ
の
絶
好
の
機
会
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



　

中
部
横
断
自
動
車
道
開
通
に
よ
る
新

清
水
J
C
T
〜
富
沢
I
C
間
の
所
要

時
間
は
、約
20
分
の
時
間
短
縮
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、開
通
区
間
の
１
日
当
た
り
の

平
均
交
通
断
面
量
は
約
4,
7
0
0
台

（
2
0
1
9
年
３
月
11
日
〜
31
日
平
均
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、車
種
別
の
内
訳
に
つい

て
は
、中
日
本
高
速
道
路
㈱
の
提
供
資
料

を
も
と
に
、普
通
車
お
よ
び
軽
自
動
車
な

ど
の「
乗
用
車
類
」を
4,
0
0
0
台
／

日
、中
型
車
や
大
型
車
、特
大
車
を
含
む

「
普
通
貨
物
車
」を
7
0
0
台
／
日
と
設

定
。以
上
を
も
と
に
、年
間
の
走
行
時
間

短
縮
効
果
を
試
算
し
た
結
果
、16
億

6,
6
0
0
万
円
程
度
と
推
計
さ
れ
ま

す（
表
２
）。

2
0
2
0
年
内
：
新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ

〜
六
郷
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
時
の
走

行
時
間
短
縮
効
果
は
年
間
74
億

9,
1
0
0
万
円

　

国
土
交
通
省
の
資
料
な
ど
に
よ
れ
ば
、

2
0
2
0
年
内
に
開
通
が
予
定
さ
れ
て

◇
計
算
式
：
時
間
短
縮
効
果
＝「
短
縮

時
間
」×

「
交
通
量
」×

「
時
間
価
値
」。

「
時
間
価
値
」は
所
要
時
間
の
変
化
を

金
額
に
換
算
す
る
た
め
の
原
単
位
を

指
し
、計
数
は
国
土
交
通
省「
費
用
便

益
分
析
マニュア
ル
」に
基
づ
き
ま
す
。

◇
所
要
時
間
は
、国
道
52
号
利
用
時
間

と
中
部
横
断
自
動
車
道
利
用
時
間
を

比
較
し
て
い
ま
す
。

◇
車
種
別
の
走
行
台
数（
内
訳
）は
、中
日

本
高
速
道
路
㈱
の
提
供
資
料
や
国
土

交
通
省「
全
国
道
路・街
路
交
通
情
勢

調
査（
交
通
量
調
査
）」な
ど
を
も
と
に

（
一
財
）静
岡
経
済
研
究
所
が
独
自
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

◇
国
土
交
通
省
に
よ
れ
ば
、2
0
1
9
年

度
の
富
沢
Ｉ
Ｃ
〜
六
郷
Ｉ
Ｃ
区
間（
無

料
区
間
）の
交
通
量
は
、1
4,
0
0
0

台
／
日
前
後
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

富
沢
Ｉ
Ｃ
〜
六
郷
Ｉ
Ｃ
区
間
利
用
者
の

う
ち
、山
梨
県
峡
南
地
域（
身
延
町
、

市
川
三
郷
町
、富
士
川
町
、南
部
町
、早

川
町
）内
を
移
動
す
る
利
用
者
は
全

体
の
43
％
で
、そ
の
時
間
短
縮
効
果
は

1
2.
5
分
と
仮
定
、そ
の
他（
起
終
点

の
両
方
ま
た
は
ど
ち
ら
か
が
峡
南
地

域
以
外
）の
利
用
者
は
57
％
で
、そ
の
時

間
短
縮
効
果
は
25
分
と
設
定
し
て
い

ま
す
。

試
算
の
前
提
条
件

新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
富
沢
Ｉ
Ｃ
間
の

開
通
に
よ
る
走
行
時
間
短
縮
効

果
は
年
間
16
億
6,
6
0
0
万
円

中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
に

よ
る
走
行
時
間
短
縮
効
果

い
る
富
沢
Ｉ
Ｃ
〜

六
郷
Ｉ
Ｃ
間
の
短

縮
時
間
は
お
よ
そ

25
分
程
度
と
み
ら

れ
、
交
通
量
は

1
4,
0
0
0
台
／

日
前
後
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。既

開
通
区
間
の
通
行

実
績
や
国
土
交
通

省「
全
国
道
路・街

路
交
通
情
勢
調

査
（
交
通
量
調

査
）」を
も
と
に
車

種
別
内
訳
を
独

自
に
設
定
し
、時

間
価
値
を
乗
じ
た

と
こ
ろ
、時
間
短

縮
効
果
は
48
億

6,
8
0
0
万
円
程

度
と
推
計
さ
れ
ま

す
。さ

ら
に
、開
通

区
間
の
延
長
な
ど

に
よ
り
、既
開
通

区
間（
新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
富
沢
Ｉ
Ｃ
）の

交
通
量
が
計
画
交
通
量
で
あ
る

7,
4
0
0
台
／
日
に
増
加
す
る
と
仮

定
し
た
場
合
、時
間
短
縮
効
果
は
26
億

2,
2
0
0
万
円
程
度
と
見
込
ま
れ
、

新
清
水
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
六
郷
Ｉ
Ｃ
区
間
全
体

で
は
、
年
間
74
億
9,
1
0
0
万
円
程

度
の
時
間
短
縮
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す

（
表
３
）。

参考

表2 中部横断自動車道（新清水ＪＣＴ～富沢ＩＣ間）の開通による走行時間短縮効果

走行台数（年間、台） 時間価値原単位（円/分・台） 時間短縮効果（百万円）

乗 用 車 類

普通貨物車

合 　 　 計

1,460,000

　255,500

1,715,500

45.15

67.95

―

1,318.4

347.2

1,665.6
資料：中日本高速道路㈱提供資料等をもとに（一財）静岡経済研究所試算

表3 中部横断自動車道・全線（新清水ＪＣＴ～六郷ＩＣ）開通時の走行時間短縮効果

新清水ＪＣＴ～富沢ＩＣ
（有料区間）

走行台数
（年間、台）

時間短縮効果
（百万円）

走行台数
（年間、台）

時間短縮効果
（百万円）

時間短縮効果
（百万円）

富沢ＩＣ～六郷ＩＣ
（無料区間）

新清水ＪＣＴ～六郷ＩＣ

乗 用 車 類

普通貨物車

合 　 　 計

2,298,723

402,277

2,701,000

2,075.7

546.7

2,622,4

4,348,936

761,064

5,110,000

3,853.5

1,014.9

4,868.4

5,929.2

1,561.6

7,490.8
資料：国土交通省甲府河川国道事務所記者発表資料等をもとに（一財）静岡経済研究所試算



2019年９月26日、長野県小諸市で開催した中部横断自動車道経済懇談会『2019年度総会』
における決議文のもとに、当懇談会は一致団結して早期全線開通を目指して活動しています。

　静岡市清水区から長野県小諸市に至る全長約132㎞の「中部横

断自動車道」。2020年内には、南部ＩＣ～下部温泉早川ＩＣの開通に

より新東名高速道路から中央自動車道までが接続される予定です。

　当会議所では、沿線経済団体と「中部横断自動車道経済懇談

会」を組織し、早期全線開通に向け、要望や啓発活動に精力的に

取り組んでいます。

　日本列島中央部に位置する新潟・長野・山梨・静岡の四県を通過する「中部日本横断自動車道」は、日本海と太平洋とを直結することに
よって、その両経済圏を繋ぎ、臨海部と内陸部との緊密なる連携を促進させ、一方では、人的・物的交流圏域の拡大や広域的観光ゾーン
の形成など、沿線地域の産業や経済、文化はもとより、広範囲にわたる地域の振興に計り知れない効果と活力を与えるものである。
　特に、我々が建設促進運動を展開している『中部横断自動車道』は「中部日本横断自動車道」の中でも最も重要な部分を構成し、短時
間で静岡市から小諸市を結ぶ道路として、その開通に大きな期待を寄せている。また、『関東大環状連携軸構想』では、東京から100～
150ｋｍ圏を環状に結び、北関東・甲信静の六県が横方向の交流と連携を深め、個性的な首都外郭地帯を形成することを目指しており、高
速道路は地域連携を支える最も重要な基盤施設と位置づけられている。
中部横断自動車道は、将来予想される東海地震等災害時における医療・救護活動や緊急物資の輸送ルートとしての機能を発揮する重
要な道路でもある。
　さらに、既に開通した区間の沿線地域においては、雇用機会が増加傾向を示すなど、開通の効果が確実に得られているところであり、
更なる地域経済の発展には欠かすことのできない道路である。
　本日、『中部横断自動車道経済懇談会』の関係者一同、中部横断自動車道の一日も早い早期全線開通と関東大環状連携軸構想の実
現を願い、ここに総意として次の各事項に関し強く要望するところである。

（事務局：静岡商工会議所）中部横断自動車道経済懇談会

決  議  文 

清水事務所 産業振興部 産業振興課
【お問合せ先】

関東大環状連携軸構想による高速ネットワークが一日も早く形成されるよう、基本計画区間である長坂ＪＣＴ（仮称）～
八千穂高原ＩＣの整備計画区間への早期格上げを図ること。

新直轄方式区間である富沢ＩＣ～下部温泉早川 ＩＣ間の完成予定時期に向け、着実な整備推進を図ること。

真に高速交通自動車網を必要とする地方の声に十分配慮し、整備に必要とされる予算を確保すること。

以上につき、中部横断自動車道経済懇談会の関係者が一致団結して、この実現を目指すことを決議する。

1.

1.

1.

会　長／静岡商工会議所　
副会長／

監　事／静岡市清水商工会
会　員／臼田町商工会、佐久市望月商工会、浅科商工会、小海町商工会、南相木村商工会、北相木村商工会、

川上村商工会、南牧村商工会、佐久穂町商工会、軽井沢町商工会、御代田町商工会、立科町商工会、
韮崎市商工会、南アルプス市商工会、北杜市商工会、甲斐市商工会、市川三郷町商工会、
早川町商工会、身延町商工会、南部町商工会、富士川町商工会、公益社団法人 甲府法人会、
公益社団法人 鰍沢法人会、焼津商工会議所、藤枝商工会議所、島田商工会議所

佐久商工会議所、長野県商工会連合会 佐久支部、甲府商工会議所、山梨県商工会連合会、
一般社団法人 山梨県法人会連合会、小諸商工会議所、上田商工会議所

2020年内に静岡ー山梨間全線が開通する 中部横断自動車道

中部横断自動車道
経済懇談会

会員名簿

▲2019.10.31 中部横断自動車道の早期全線開通についての要望書
を手渡す田辺市長ら（国土交通省）

港湾・交通運輸部会特集



平和みらい株式会社

株式会社DRマネジメント
第 一 倉 庫 株 式 会 社
第一物流サービス株式会社
駿 河 湾 拓 殖 株 式 会 社

静岡市清水区辻一丁目14番22号
TEL（054）367-1311
http://dai1w.co.jp

鈴与自動車運送
お客様のニーズに合わせた、環境と安全に配慮した運送を行っています。

〒424-0206　静岡県静岡市清水区興津清見寺町1375-51　TEL054-369-3131　FAX054-369-3437

代表取締役社長　新間　克樹

総合物流のトータルコーディネーター

本社 〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-35 静岡MYタワー3階
TEL 054-288-2741　FAX 054-288-2780
http://www.seiwa-kaiun.co.jp/

宮崎 總一郎
代表取締役会長

宮崎 祐一
代表取締役社長

顧客の信頼にこたえる物流サービス

望月 薫 代表取締役会長 小島泰樹代表取締役社長

本社 〒424-8760 静岡市清水区入船町14番12号 
電話054-353-2111（大代表） FAX054-353-6630
http://www.aoki-trans.co.jp

清水倉庫株式会社

清水港をベースに、静岡県内をはじめ、
日本全国へ、世界へ、物流のあらゆる
ニーズにお応えします。

〒424-8722 静岡市清水区尾羽471-1
TEL（054）371-5520　FAX（054）371-5531

http://www.shimizusok.co.jp

代表取締役社長   小永井 稔



結果報告
A”“SHIZUOKA”“SHIZUOKA”みらい飯みらい飯みらい飯

結果報告

静岡商工会議所
飲食店応援プロジェクト

新型コロナウイルスの影響で大変な思いをしている静岡市内
飲食店の事業継続を応援するため、クラウドファンディングに
より支援金を募る「みらい飯“SHIZUOKA”」は、５月15日から
６月19日までの１ヵ月余り、多くの方々から応援していただき
ました。ここに、その結果を下記の通りご報告いたします。

７月中旬を目途に当会議所から各飲食店に支援者リストが送付されます。
その後、飲食店から支援者に連絡が入りますので、お店で食事券を受け
取っていただきます。食事券の利用期間は8月1日㈯～2021年1月31日㈰
です。体調管理にご留意いただき、美味しい料理をお楽しみください。

ご支援いただきました皆様、本当にありがとうございました。
おかげ様で目標額をはるかに上回る結果となりました。
各飲食店に届けられる金額は決して十分とは言えないかもしれませんが、
「新型コロナウイルスで苦しんでいる飲食店を少しでも助けたい」という
支援者の想いは、飲食店の皆様の心にきっと届いたものと思います。
なお、支援金は６月30日（火）に各飲食店へ送金されました。

中小企業相談所 静岡支所 商工観光課
〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8　TEL 054-253-5113　
https://www.shizuoka-cci.or.jp/

食事券に
ついて

目標額
500万円を
大きく突破！

116店舗
延べ638人
9,041,000円　

参加店舗数
支 援 者 数
支 援 総 額

／
／
／



第
３
次
中
期
行
動
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

る
２
０
１
９
年
度
は
、引
き
続
き「
企
業
づ
く

り
」「
人
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
基
盤
づ
く

り
」の
４
本
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
、各
施
策
に
基

づ
き
事
業
を
展
開
し
た
ほ
か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
緊
急
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
の
施
策
等
の
積
極
的
な
活
用
や
関
係
機
関

と
の
連
携
に
よ
り
、地
域
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ（
創
業・成
長・成
熟・承
継
）に
応
じ
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
経
営
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
、本
年
度
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
軽
減
税
率
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
等
へ
の
対
応
支

援
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、静
岡
市
と
連

携
し
、Ｉ
Ｔ
な
ん
で
も
相
談
会
の
新
設
や
現
場
改

善
支
援
事
業
等
に
よ
る
生
産
性
向
上
支
援
、個

別
相
談
や
専
門
家
派
遣
事
業
の
実
施
な
ど
の
事

業
承
継
支
援
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、１
月
29
日
に「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
経
営
相
談
窓
口
」を
設
置
す
る
と
と
も

に
、緊
急
経
営
相
談
会
を
開
催
し
、影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
の
相
談
に
速
や
か
に
対
応
し

ま
し
た
。

①
創
業
者
の
発
掘・育
成

・
創
業
件
数
48
件

②
新
事
業
活
動
の
推
進

・
経
営
革
新
承
認
件
数
52
件

・
承
認
取
得
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
巡
回
件
数

63
件

③
売
れ
る
商
品
づ
く
り
と

　

販
路
の
開
拓・拡
大

・
県
内
15
商
工
会
議
所
合
同
個
別
商
談
会

　

商
談
件
数
２
４
１
件

・
静
岡
商
工
会
議
所
シ
ョッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト

　

参
加
企
業
32
社

・
各
種
貿
易
証
明
の
発
給
件
数

　

９
，５
２
２
件

④
強
い
も
の
づ
く
り
と
生
産
性
向
上

・
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
企
業
支
援
支
援
件
数

　

１
，０
３
６
件
／
支
援
企
業
数
５
９
０
社

・
第
７
回
し
ず
お
か
農
商
工
連
携
交
流
会

　

商
談
件
数
64
件

・
現
場
改
善
支
援
事
業
支
援
件
数
16
件

・
お
も
て
な
し
規
格
認
証
事
業
所
数

　

紺
認
証
５
件
／
金
認
証
15
件

・
新
産
業
開
発
振
興
機
構
に
よ
る
産
学
連
携

マッ
チ
ン
グ
支
援

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
巡
回
件
数
１
８
２
件

⑤
事
業
承
継
の
促
進

・
当
会
議
所
経
営
指
導
員
に
よ
る
事
業
承
継

診
断
実
施
件
数
２
７
２
件

・
静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
件
数
２
８
０
件
／
支
援
完
了
件
数
42
件

・
静
岡
県
後
継
者
人
材
バ
ン
ク
事
業
登
録
起

業
家
２
６
３
名（
累
計
）／
成
約
件
数
5
件

・
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業

相
談
先
数
３
９
２
先
／
事
業
承
継
計
画
策

定
件
数
２
７
３
件
／
成
約
件
数
66
件

・
静
岡
市
事
業
承
継
支
援
事
業

　

専
門
家
派
遣
回
数
80
回

⑥
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
の
充
実
強
化

・
マ
ル
経
資
金
推
薦
件
数
２
３
６
件
／
推
薦

金
額
11
億
７
，９
５
０
万
円

・
経
営
安
定
特
別
相
談
室
相
談
件
数
22
件

・
静
岡
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

　

相
談
件
数
累
計
１
，０
９
９
件
／
再
生
計

画
策
定
件
数
累
計
４
９
７
件

・
静
岡
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　

経
営
改
善
支
援（
４
０
５
事
業
）利
用
申
請

件
数
50
件
／
支
払
申
請
件
数
50
件

　

早
期
経
営
改
善
支
援（
プ
レ
支
援
）利
用
申

請
件
数
66
件
／
支
払
申
請
件
数
１
０
３
件

・
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　

相
談
件
数
４
，４
６
１
件
／
来
訪
相
談
者
数

３
，０
１
６
人

・
生
命
共
済
制
度

　

加
入
事
業
所
数
１
，１
１
７
件

・
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン

　

契
約
件
数
１
，０
７
７
件

・
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
契
約
件
数
６
８
４
件

⑦
小
規
模
事
業
者
の
支
援
強
化

・
巡
回・窓
口
相
談
相
談
件
数
１
１
，５
３
９
件

・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
計
画
策
定
支
援

支
援
件
数
２
５
３
件（
３
ヶ
年
累
計
５
３
０
件
）

⑧
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　

関
す
る
対
応

・
経
営
相
談
窓
口
の
設
置
相
談
件
数
３
８
４
件

・
緊
急
経
営
相
談
会
の
開
催
相
談
者
数
86
人

59
社

　

地
域
企
業
の
多
様
な
人
材
の
活
用
を
推
進

す
る
た
め
、新
た
に
国
や
静
岡
市
と
連
携
し
、企

業
Ｏ
Ｂ
や
首
都
圏
等
の
中
核
人
材
を
兼
業・副

業
と
し
て
地
域
企
業
と
マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
事
業

に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、引
き
続
き
地
域
企
業
の

人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、就
職
支
援
情
報

誌
の
発
行
等
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、各
種
検
定
試
験
や
静
岡
商
工
会
議
所

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
実
施
に
よ
り
、従
業
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
し
た
ほ
か
、プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ

イ
デ
ー
や
健
康
経
営
を
推
進
す
る
な
ど
、働
き
方

改
革
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

①
地
域
企
業
の
人
材
確
保

・
企
業
情
報
カ
ル
テ
の
収
集（
し
ず
ま
っ
ち
）

登
録
件
数
６
８
１
件

・
就
職
支
援
情
報
誌
の
発
行
参
画
同
窓
会

数
26
校
／
協
賛
企
業
数
１
４
６
社

・
社
会
人
メ
ン
タ
ー
新
規
登
録
者
数
55
名
／

授
業
数
大
学
10
回
、高
校
13
回
、中
学
校
３
回

・
兼
業･

副
業
人
材
と
中
小
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ

11
社
17
名（
応
募
総
数
：
１
，４
９
９
件
）

・
静
岡
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略

拠
点

相
談
件
数
３
５
３
件
／
成
約
件
数

１
７
７
件

・
企
業
Ｏ
Ｂ
等
に
よ
る
中
小
企
業
支
援

　

人
材･

企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
５
回
／

　

マ
ッ
チ
ン
グ
７
社
８
名
／
起
業
１
名

②
働
き
方
改
革
や
Ｉ
Ｔ
活
用
を

　

推
進
す
る
企
業
マ
イ
ン
ド
づ
く
り

・
働
き
方
改
革
への
取
り
組
み
事
業
所
数

　

２
１
２
社

・
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
実
施
協
力
宣
言
事

業
所
数
５
８
７
社

・
健
康
宣
言
事
業
所
数
８
４
３
社

③
企
業・地
域
の
人
材
育
成

・
検
定
試
験
受
験
者
数
６
，８
５
２
名

Ⅰ
企
業
づ
く
り

〜
地
域
企
業
の
持
続
的
発
展
を

目
指
す
伴
走
型
支
援
の
強
化
〜

Ⅱ
人
づ
く
り

〜
地
域
企
業
の
人
材
確
保
と
企
業・

地
域・基
盤
づ
く
り
人
材
の
育
成
〜

2
0
1
9
年
度
事
業
報
告

静
岡
商
工
会
議
所

①
創

・
創

②
新

・
経

清水港開港120周年記念事業

特
う
軽

援
を

携
し

善
支

別
相

業
承まま

関
す

に
、緊

け
て

ま
し

記念事業 最後の駆け込み大相談会

り
」の

づ
き

イ
ルⅠ〜国

と
の

ジ（
創

ト
ッ
プ特

大相談会 今川復権まつり

第
る
２

り
」

り
」の

権まつり ITなんでも相談窓口



2019年度 収支決算書 総括表

会計区分
一般会計

前期繰越金
251,812,074

収入

〔自　2019年4月1日 ～ 至　2020年3月31日〕

1,224,015,385
支出

1,163,195,730
収支残高
60,819,655

次年度繰越金
（単位：円）

250,221,670
法定台帳関係費特別会計 0 9,710,000 △6,783,373 0
小規模事業経営支援事業費特別会計 0 202,445,475 △28,420,020 0
会館運営特別会計 0 69,635,239 △22,611,709 0

特定退職金共済制度特別会計 0 1,384,968,927 △4,594,957 0
労働保険料特別会計 0 276,716,998

16,493,373
230,865,495
92,246,948

1,389,563,884
276,716,998 0 0

退職給与積立金特別会計 0 43,318,546 43,318,546 0 0
合　　計 251,812,074 3,210,810,570 3,212,400,974 △1,590,404

繰入金(支出△)
△62,410,059
6,783,373
28,420,020
22,611,709
4,594,957

0
0
0 250,221,670

2020年新春会員の集い員の集い しずおか農商工連携交流会 静岡県内15商工会議所合同個別商談会携交流会 静岡静岡商工会議所ショッピングストリート

・
静
岡
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
受
講

者
数
14
講
座
／
４
６
５
名

④
事
務
局
職
員
の
資
質
向
上

・
中
小
企
業
診
断
士
１
名〔
１
次
試
験
合
格
〕、

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
16
名
取
得
、　
　
　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
２
名
取
得

　

静
岡
県・市
、関
係
団
体
、商
業
者
等
と
連

携
し
、静
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

の
運
営
や
Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議
会
事
業

へ
の
協
力
な
ど
、賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
ま
し
た
。

　

静
岡
地
区
で
は
、特
に
今
年
度
本
番
を
迎

え
た
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
の
各
種
事

業
を
１
年
を
通
し
て
実
施
し
た
ほ
か
、徳
川
家

康
公
や
聖
一
国
師
の
顕
彰
事
業
を
推
進
し
ま

し
た
。清
水
地
区
で
は
、清
水
港
開
港
１
２
０

周
年
記
念
事
業
に
協
力
し
た
ほ
か
、海
洋
文

化
拠
点
づ
く
り
へ
の
活
動
を
強
化
し
ま
し
た
。

①
都
市
基
盤
の
整
備
促
進

・
国・県・市
に
対
し
、都
市
基
盤
の
整
備
促
進

に
関
す
る
行
政
施
策
要
望
を
実
施

②
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭
の
開
催
24
商
店
街
、

10
大
型
店
、１
商
工
会
、11
個
店
が
参
加

・
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
44
件

・
Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議
会
事
業
への
支
援・協
力

・
清
水
都
心
地
区
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

ジェク
ト
事
業
の
実
施

・
静
岡
市
清
水
商
店
街
連
盟「
ま
ち
ゼ
ミ
」の

開
催
参
加
店
33
店
／
47
講
座

③
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進

・
静
岡
市
フ
ィ
ル
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
運
営
協
議
会

　
ロ
ケ
支
援
件
数
79
件

・
静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会
の
運
営

④
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

・
徳
川
家
康
公
顕
彰
事
業　

徳
川
家
臣
団
大

会
／
朝
鮮
通
信
使
講
演
会
／
徳
川
み
ら
い
学

会
／
德
川
記
念
財
団
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

・
聖
一
国
師
顕
彰
事
業　

水
汲
み
の
儀
／
博
多

祇
園
山
笠
視
察
／
聖
一国
師
顕
彰
会
in
静
岡

・
今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
事
業

静
鉄

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
レ
イ
ン
／
今
川
復
権
ま
つ
り
／

今
川
義
元
公
合
同
法
要
／
今
川
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
＆
今
川
義
元
公
大
好
き
宣
言
／
今
川

義
元
公
像
設
置
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
／

子
供
向
け
漫
画「
今
川
義
元
公
入
門
講

座
」静
岡
市
教
育
長
へ
の
贈
呈
式
／
静
岡

市
民
弓
道
大
会「
今
川
杯
」／
今
川
義
元

杯
静
岡
市
民
囲
碁
大
会
／
葵
タ
ワ
ー
壁
面

ガ
ラ
ス
シ
ン
ボ
ルマ
ー
ク
設
置
／
今
川
新
聞

発
行
２
回
、ブ
ー
ス
出
展（
２
日
間
）

⑤
海
洋
文
化
拠
点
づ
く
り
の
推
進

・
海
洋
文
化
拠
点
施
設
の
早
期
実
現
に
向
け

た
活
動
を
継
続
実
施

・
海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会　

海
洋
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）や
東
海
大
学
と
の
海
洋
に

関
連
し
た
学
習
会・視
察
会
／
海
洋
調
査
船

等
の
体
験
乗
船・見
学
会
／
学
生・子
供
向
け

の
勉
強
会
／
海
洋
の
未
来
に
関
わ
る
企
業・団

体
向
け
の
講
演
会
／
交
流
事
業
／
広
報
活
動

・
清
水
港
開
港
１
２
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会　

開
港
祭
／
清
水
港
開
港
１
２
０
周
年

記
念
式
典・懇
談
会
／
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
＠
三
保
内
浜

　

新
聞
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、会
員
事
業
所
の
事
業
参
加・利
用

を
増
や
す
よ
う
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、会
員
増
強
運
動
を
行
っ
た
結
果
、１
３
，

０
０
０
会
員
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
に
は
第
６
期
議
員
の
改
選
を
行

う
と
と
も
に
、所
内
外
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

成
果
指
標
に
重
点
を
置
い
た
第
４
次
中
期
行

動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
情
報
発
信
の
強
化

・
年
度
末
会
員
数
１
３
，０
０
３
件

・
新
聞
各
紙
への
会
議
所
名
掲
載
数

　

３
０
３
回（
３
ヶ
年
累
計
１
，０
３
８
回
）

②
会
員
の
事
業
参
加・利
用
の
促
進

・
会
員
の
事
業・利
用（
接
触
）数

１
，６
１
２
社（
３
ヶ
年
累
計
１
０
，０
６
２
社
）

・
新
春
会
員
の
集
い
参
加
者
数
１
，４
１
０
名

・
会
員
交
流
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
数
１
１
７
名

・
会
員
サ
ロ
ン
３
回
開
催
／
参
加
者
数
１
２
０
名

③
効
果
的
な
事
業
運
営
体
制
の
構
築

・
第
３
次
中
期
行
動
計
画
に
基
づ
き
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
四
半
期
毎
に
進
捗
状
況

を
確
認
し
て
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
３
ヶ
年
の
第
４
次
中
期

行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、組
織
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、当
会
議
所
の
事
務
作
業
の
効
率
化
と
会

員
企
業
へ
の
普
及
促
進
を
目
的
に
一
部
事
務

作
業
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
す
る
な
ど
、効
果
的

な
事
業
運
営
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。

④
財
政
基
盤
の
強
化

・
組
織
基
盤
で
あ
る
会
員
増
強
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、会
館
運
営
、各
種
共
済
制
度
、

労
働
保
険
事
務
組
合
等
の
収
益
事
業
に
よ

る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、単
年
度
内
に

お
け
る
収
支
の
改
善
を
図
り
ま
し
た
。

Ⅳ
基
盤
づ
く
り

〜
地
域・会
員
へ
の
情
報
発
信
と

組
織・財
政
基
盤
の
強
化
〜

Ⅲ
地
域
づ
く
り

〜
地
域
特
性
を
活
か
し
た

交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
り
組
み
〜



駿府静岡の歴史

今
川
義
元
公
像

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
北
口
広
場
に
建
立

今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
記
念
事
業

今
川
義
元
公
の
御
命
日
に
あ
た
る
５
月

19
日
、J
R
静
岡
駅
北
口
広
場
で「
海
道

一
の
弓
取
り
」に
ふ
さ
わ
し
い
甲
冑
姿
の
今

川
義
元
公
像
の
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
銅
像
は
当
会
議
所
役
議
員
か
ら

の
寄
付
金
の
み
な
ら
ず
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
多
く
の
方
々
の
支
援
も

受
け
な
が
ら
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
、最
少
限
の
関
係
者

で
除
幕
式
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
今
川
義
元
公
生
誕
五

百
年
祭
推
進
委
員
会
の
小
和
田
哲
男
委

員
長
か
ら「
こ
の
像
の
前
を
通
る
こ
と
で
、

静
岡
の
礎
を
築
い
た
の
が
今
川
義
元
公

だ
っ
た
こ
と
を
市
民
が
確
認
で
き
る
。夢

が
叶
っ
て
泣
く
ほ
ど
嬉
し
い
」な
ど
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、同
副
委
員
長
で
当
会
議
所
の

酒
井
会
頭
か
ら
は「
約
4
6
0
年
前
に
こ

の
駿
府
の
地
に
本
当
に
あ
っ
た
風
景
を
切

り
取
っ
た
よ
う
な
銅
像
が
で
き
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
う
。静
岡
の
方
々
は
情

報
発
信
が
苦
手
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、発

信
す
る
に
は
街
に
誇
り
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。誇
り
を
持
つ
の
は
知
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。義
元
公
が
竹
千
代
君
の

傍
ら
に
い
る
こ
と
で
、こ
の
地
の
歴
史
の
連

続
性
を
理
解
し
、静
岡
を
好
き
に
な
っ
て

も
ら
い
、誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

田
辺
市
長
か
ら
は「
静
岡
の
子
供
た

ち
に
正
し
い
歴
史
観
を
き
っ
ち
り
と
伝

え
る
こ
と
、こ
の
街
に
生
ま
れ
た
こ
と
に

誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。そ
の
象
徴

が
こ
の
銅
像
で
あ
り
、歴
史
文
化
の
薫
る

街
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

銅
像
制
作
者
の
堤
直
美
氏
か
ら
は

「
静
岡
市
に
と
っ
て
、と
て
も
重
要
な
人

物
の
制
作
依
頼
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄

に
思
って
い
る
。こ
れ
ま
で
様
々
な
像
を
作

っ
た
が
、今
回
が
一
番
大
変
だ
っ
た
。思
い

通
り
の
も
の
が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

静
岡
の
方
々
が
愛
し
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
て
い
る
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

題
字
を
揮
毫
し
た
臨
済
寺
阿
部
老
師

か
ら
は「
こ
こ
で
義
元
公
が
皆
様
方
の
多

く
の
眼（
ま
な
こ
）に
印
象
付
け
ら
れ
る
。

と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、義
元

公
の
偉
業
を
大
切
に
し
、共
に
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
静
岡
市
民
の
力
と
し
て
い
き
た

い
」と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、静
岡
商
工
会
議
所
静
岡
事
務

所
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
に
銅
像
建
立
の

協
力
者
の
銘
板
も
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

ご
来
所
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
当
日
は
、こ
の
除
幕
式
に
合
わ

せ
、銅
像
お
披
露
目
記
念
の「
今
川
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
0
」も
開
催
い
た
し
ま

し
た
。当
初
は
4
0
0
名
の
市
民
を
集

め
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、無

観
客
で
の
ネ
ッ
ト
生
中
継
と
し
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
。現
在
、ア
ー
カ
イ
ブ
で
の
累

計
視
聴
数
が
3,
６
0
0
回
を
超
え
る
な

ど
、実
際
に
観
客
を
集
め
て
実
施
す
る
よ

り
も
多
く
の
方
々
の
目
に
留
ま
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。静
岡
商
工
会
議
所
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
が
あ
り
、ご
視
聴
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。





モノづくり日本の成長に
貢献したい！

　

静
岡
市
清
水
産
業・情
報
プ
ラ
ザ（
静

岡
市
清
水
区
相
生
町
6-

17
）の
１
階
〜

３
階
、６
階
〜
７
階
は
、静
岡
市
の
指
定

管
理
を
受
け
て
、静
岡
商
工
会
議
所
が

運
営
し
て
い
ま
す
。特
に
６
階
〜
７
階
の

「
創
業
者
育
成
室
」は
、起
業
家
や
異
分

野
進
出
を
目
指
す
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
等

が
利
用
で
き
る
施
設
で
全
32
室
。高
速

通
信
回
線
が
整
備
さ
れ
、24
時
間
利
用

で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
は
３
年
間
の
期
間
限
定
で
す

が
、賃
料
は
１
㎡
あ
た
り
1
，5
7
0
円

（
税
込
）／
８
．13
㎡
の
部
屋
で
月
額

1
2
，7
6
0
円（
税
込
）で
借
り
ら
れ
、

駐
車
場
料
金
は
別
途
月
額
８
〜
９
千
円
。

情
報
交
換
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
役
立
つ
入
居
者
交
流
会
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

入
居
に
あ
た
っ
て
は
入
居
審
査
会
が
あ

り
ま
す
が
、気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.siip.jp/

起
業
家
や
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

皆
様
を
支
援
!!

Ａｓｃｅｎｄｗｏｒｋｓ㈱
代表取締役

西村 祐二 さん
2018年9月入居
TEL 050-5881-3169
https://ascendworks.net/

商工会議所

「
創
業
者
育
成
室
」

静
岡
商
工
会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
か
ら
、

会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

わ
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
お
店
の
チ
ラ

シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を「
自
分
で
作
成

し
た
い
」「
ど
こ
に
頼
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
し
、人
の
目
に

留
ま
り
、心
打
つ
も
の
を
提
供
し
た
い
と

一
念
発
起
、静
岡
商
工
会
議
所
内
に
あ
る

静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
開
業
の
相
談

を
し
、静
岡
市
清
水
産
業
・
情
報
プ
ラ
ザ

『
創
業
者
育
成
室
』に
入
居
し
ま
し
た
。

　

開
業
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、ク
ラ
ウ
ド

会
計
の
操
作
方
法
や
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

集
客
方
法
、確
定
申
告
の
仕
方
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
相
談
に
乗
って
も
ら
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、月
に
一
度
開
催
さ
れ
る
勉
強
会

や
交
流
会
で
入
居
し
て
い
る
方
々
と
異
業

種
の
話
や
情
報
な
ど
を
交
換
で
き
、大
変

参
考
に
な
り
ま
す
。本
や
ネ
ッ
ト
内
で
の

情
報
だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
様
々
な
情

報
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
す
。自
分
が
知

ら
な
い
こ
と
や
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
細
か

く
教
え
て
い
た
だ
き
、と
て
も
あ
り
が
た

く
思
って
い
ま
す
。

効
率
よ
く
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
人
材
交
流
な
ど
も
盛

ん
に
行
って
い
た
だ
き
、少
し
ず
つ
で
す
が
仕
事

も
増
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は「
日
本
は
モ
ノ
づ
く
り
で
発
展
す
る
」と

深
く
信
じ
て
い
ま
す
。『
創
業
者
育
成
室
』を
卒

業
す
る
頃
に
は
、当
社
が
日
本
成
長
の一助
に
な

れ
る
よ
う
に
今
後
も
頑
張って
ま
い
り
ま
す
。

印
刷
ま
で
の
前
工
程

で
あ
る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
27
年
、紙

媒
体
へ
の
印
刷
や
段

ボ
ー
ル
な
ど
の
印
刷
と

両
方
の
印
刷
方
式
に
携

私
は
、2
0
1
6
年
に
静
岡
市
清
水
区
に

あ
る
企
業
に
転
職
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
は

関
西
で
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
の
開
発
を
し
て

い
ま
し
た
が
、縁
あ
って
清
水
で
働
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。転
職
後
も
同
様
の
開
発
業
務

に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、転
職
先
の
社
長
の

支
援
も
あって
2
0
1
8
年
に
独
立
開
業
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、た
ま
た
ま
近
所
に
あ
っ
た
静
岡
市

清
水
産
業・情
報
プ
ラ
ザ
で
開
業
に
関
す
る
相

談
を
し
ま
し
た
。ス
タ
ー
ト
アップ
企
業
で
す
の

で
、顧
客
拡
大
や
資
金
力
に
不
安
が
あ
り
ま
し

た
が『
創
業
者
育
成
室
』を
利
用
す
る
こ
と
で

顧
客
拡
大
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、ま
た

低
賃
料
で
環
境
抜
群
の
オ
フ
ィ
ス
を
お
借
り
し

わたしの
商工会議所

活 用 法

 産業振興部　産業振興課

私たちがお手伝いします ！

Parolibre DTP Office
代表

大根田 美子 さん

2020年１月入居
TEL 080-8106-2348
https://www.parolibredtp.com/

お店のチラシやＷebサイトの
制作ならお任せください！

甲斐容子熊野博隆

酒井宏久小堺昭宏

堀川　渉

アセンドワークス

パロリブル ディーティーピー オフィス



行
う
前
に
、他
省
庁
の
法
規
制
に
準
ず

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、他
省

庁
の
法
規
制
を
ク
リ
ア
し
て
初
め
て
輸

出・輸
入
申
告
が
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
の
他
、国
内
流
通・販
売
時
に
は
、

表
示
等
の
法
規
制
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。

　

輸
出
の
規
制
と
し
て
は
、兵
器
関
連

の
輸
出
を
規
制
す
る「
輸
出
貿
易
管
理

令
」、医
薬
品・化
粧
品
の
輸
出
を
規
制

す
る「
医
薬
品
、医
療
機
器
等
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
」、文
化
財
の
不
法
輸
出
を

規
制
す
る「
文
化
財
保
護
法
」、希
少

動
植
物
の
輸
出
を
規
制
す
る「
ワ
シ
ン

ト
ン
条
約
」、有
害
廃
棄
物
の
輸
出
を

規
制
す
る「
バ
ー
ゼ
ル
条
約
」な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

輸
入
時
の
規
制
と
し
て
、食
品
の
輸

入
は「
食
品
衛
生
法
」、植
物
や
野
菜
の

輸
入
は「
植
物
防
疫
法
」、食
肉
製
品
の

輸
入
は「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」、あ
と

は「
商
標
法
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
医
薬
品
、医
療
機
器
等
の
品

質
、有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
」や
希
少
動
植
物
を
保
護

新型コロナウイルスの関係で、当社にも
「マスク」の輸入に関する相談が多く寄せ
られました。『商品名称が「サージカルマス
ク」となっているのですが、輸入するに
あたって、医療関係の規制を受けますか？』

輸出入の
法規制

　

答
え
は
、サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
も
含
め

て
、通
常
の「
マ
ス
ク
」は
医
療
品
で
は
な

く
一
般
雑
貨
と
し
て
分
類
さ
れ
、医
療

関
係（
医
薬
品
、医
療
機
器
等
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関

す
る
法
律
／
旧
：
薬
事
法
）の
規
制
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
特
定
の
細
菌
類
を

除
去
す
る
よ
う
な
文
言
が
入
っ
て
い
る

と
規
制
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
で
は
、貿
易
取
引
で
関

税
関
係
法
令
以
外
の
法
令
の

規
定
を『
他
法
令
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

輸
出
と
輸
入
を
許
可
す
る
権
限
は
、

財
務
省
所
管
の
税
関
に
あ
る
の
で
す

が
、税
関
へ
輸
出
申
告
や
輸
入
申
告
を

す
る「
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
」は
、輸
出
と

同
様
に
規
制
が
あ
り
ま
す
。

　

輸
出
や
輸
入
す
る「
商
品
」が
、①

禁
止
な
の
か
、②
許
可
・
認
可
や
免
許

な
ど
が
必
要
な
の
か
を
、確
認
す
る
こ

と
は
必
須
で
す
。

輸
出
規
制

輸
入
規
制

規
制質

、
に
関

出
を

希
少

シ
ン

出
を

が
あ

の
輸

菜
の

品
の

あ
と

の
品

等
に

保
護

誌上
経営
相談

株式会社ありがとう
代表取締役／通関士
静岡商工会議所 専門指導員

櫻井 渉さん

回　答

貿易取引では、輸出国と輸入国の
両方の国の法規制に注意する必要
があります。事前に法規制を確認
しておきましょう。

※

静
岡
商
工
会
議
所
で
は
、貿
易
・
海

　

外
展
開
に
関
す
る
相
談（
無
料
）に

随
時
応
じ
て
い
ま
す
。
静
岡
支
所

　
（
電
話
０
５
４‐

２
５
３‐

５
１
１
３
）、

　

清
水
支
所（
電
話
０
５
４‐

３
５
３‐

３
４
０
2
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わたる



弥生会計・弥生販売・弥生給与・弥生顧客の導入や運用方法でお悩みなら、ぜひ当事務所にご相談ください。
導入・指導実績豊富なスタッフが、お客様のご希望に合ったソフトの選定から導入、実際の運用方法まで丁寧に対応いたします。
無料体験セミナーや活用セミナーも毎月実施中。詳しくはホームページ又はお電話にてお気軽にお問い合わせください。

【無料体験教室】
弥生会計  2020年7月1日（水） 13：30～15：00　　弥生給与  2020年7月1日（水） 15：15～16：45

　※現在、個別対応にて承っております。お電話にてご相談ください。

現在、新型コロナウィルスの影響で、事業を休業したり、従業員へ休業補償を行ったりした場合に、
各種助成金や給付金の受給受付が始まっています。
申請に必要な資料には、現在の売上状況を報告できる書類が必要になるものがあり、
そういった資料がすぐに用意できることで、スムーズに申請手続きに入ることが可能となります。

当事務所では、長年、お客様が自ら経営状況を把握することができるよう経理の自計化に取り組んでまいりました。
その結果、申請を予定していたお客様の多くが、申請受付開始日から遅れることなく手続きを完了することができました。
普段できているからこそ、いざという時、役立てることを・・・

会社経理システムなど、経営に関わるご相談がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

弥生各種ソフトの導入は経験豊富な当事務所にお任せください

‶いざ"という時、きっと役立ちます！

その他当事務所サービス
毎月ご訪問による税務監査、税務申告決算業務
事業承継・経営改善サポート業務
投資や採用計画に基づいた経営計画作成、資金繰り表作成 など　経営に関する全般をサポートいたします。

WEB：http://www.tax.io/ 又は 原耕司税理士事務所 検 索
↑↑

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所
〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

7月22日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400
7月28日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113

清水産業・情報プラザ

商工会議所 静岡事務所



次世代リーダー育成研修 7/15㈬
10：00～17：00会社を支える新任・若手リーダーの育成！

優秀なリーダーの存在こそが、会社の成長力とも言えます。しかし、次世代のリーダーは自然には育ちません。本講座では、新任リーダ
ーやリーダー候補者など中堅～若手世代の方々にご参加いただき、座学とグループワークを通して、次世代リーダーとして必要な基本
知識・スキル、思考フレームを体系的に学んでいただくことを目指します。

①リーダーの役割を考える　②チームメンバーとのかかわり方　③コーチング力を磨く　④論理的思考力を磨く

管理職向けハラスメント防止研修 8/4㈫
10：00～17：002020年4月「ハラスメント規制法」施行！

生産年齢人口が減少する中、人手不足は恒常化しうる構造的課題です。企業が付加価値創出の担い手となる「人材」を確保し、活用し
ていくことが生命線となります。また、４月から「ハラスメント規制法」が施行されるなど、ハラスメントは社会的な問題として、企業も
対応を迫られています。本研修では、人材の育成・マネージメント、人材力を最大限に発揮するための、職場環境の整備の重要性を認
識するため、知識を補充する講義形式と意識を向上するグループワーク形式で実施します。
①ハラスメントの実態と法律 ②ハラスメントとは ③未然防止策～職場での注意点～ ④発生後の対応～相談を受けた場合の対応～ ⑤グループワーク

業績連動給与制度策定セミナー 8/19㈬
10：00～17：00社員のやる気をアップする給与の決め方！

給与制度策定や人事評価制度を構築し適切に運用することで、労働リスク、労働紛争に備えることのみならず、給与制度・人事評価制度
を変えるだけで、業績を伸ばしている企業があります。営業戦略が良くても、こうした制度が不備であれば、優秀な人材は離れていった
りもします。働き方改革を求められている時代、給与制度や評価制度の刷新は、企業を変える切り札になります。

①企業環境の変化と人事処遇制度　②戦略的人事・給与制度の体系　③能力・成果主義の考え方とシステム
④業績連動型給与のしくみと運用　⑤賞与・退職給与の設計　⑥評価の給与・賞与への適正なリンク方法

会場：静岡商工会議所会館 4階会議室　　参加費：会員13,200円、一般16,500円（教材費・消費税込）
必要事項をご記入後、FAX（054-253-5119）にてお申込みください。 お問合せ IPTEL：050-3528-0853（直通） https://www.cci-biz.com/shizuoka/

会 議 所 T O P I C S

部
会
名

主
な
実
施
予
定
事
業

建

設

部

会

小

売

商

業

部

会

製

造

業

部

会

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
部
会

２
０
２
０
年
度
部
会
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

　

本
年
度
の
各
部
会
の
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、次
の
通
り
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　

部
会
員
以
外
で
も
会
員
事
業
所
な
ら
参
加
で
き
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
等
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

開
催
日
時・申
込
方
法
な
ど
詳
細
が
決
定
次
第
、静
岡
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

誌
上
座
談
会（
８
月
頃
）

卸

商

業

部

会

セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
2
0
2
1
年
２
月
下
旬
頃
）

統
一
Q
R「
J
P
Q
R
」セ
ミ
ナ
ー（
2
0
2
0
年
８
月
）

セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
2
0
2
1
年
２
月
下
旬
頃
）

情

報

文

化

部

会
「
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
０
」

応
募
期
間
：
２
０
２
０
年
７
月
１
日（
水
）〜
８
月
３１
日（
月
）

金

融

部

会

経
済
講
演
会「
２
０
２
１
年
の
経
済
展
望
」（
１２
月
予
定
）

専
門
サ
ー
ビ
ス
部
会

企
業
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
１0
月
〜
１1
月
予
定
）

先
進
的
な
企
業・大
学
等
の
視
察
会（
１0
月
〜
１２
月
予
定
）

先
進
的
な
企
業・大
学
等
の
視
察
会（
１０
月
〜
１２
月
予
定
）

現
場
改
善
支
援
事
業
、他
団
体・機
関
と
の
連
携・協
力（
通
年
）

観
光
・
飲
食
部
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
要
望
書
の
提
出（
４
月
）

「
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業（
通
年
）

セ
ミ
ナ
ー
&
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
２
０
２
１
年
２
月
下
旬
頃
）

「
こ
れ
か
ら
の
健
康
経
営
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、フ
ォ
ー
ラ
ム
に

代
わ
る
企
画
を
開
催

港
湾
・
交
通
運
輸
部
会

新
東
名
高
速
道
路
建
設
現
場
・
最
新
物
流
施
設
等
の
視
察
会（
１１
月
予
定
）

中
部
横
断
自
動
車
道
経
済
懇
談
会
を
は
じ
め
、各
種
関
係
団
体
と
の

連
携・協
力（
通
年
）



静岡商工会議所会員限定
掲載無料PRコーナー

無料アプリ
「停電情報お知らせサービス」

〒420-0045 静岡市葵区天王町3-15 NEXUS天王町2F
TEL 054-260-5251　FAX 054-260-5261
http://www.piese.net/

㈲Ｐｉｅｓｅ ［ピース］

<静岡> 〒422-8006 静岡市駿河区曲金6-3-38
<清水> 〒424-0811 静岡市清水区二の丸町6-28
TEL 0120-985-232　https://powergrid.chuden.co.jp/

中部電力パワーグリッド㈱　静岡営業所・清水営業所

オンライン
背景プリント

ふじのくにエールチケットを
使おう♪

〒420-0922 静岡市葵区流通センター12-1
TEL 054-263-2435　FAX 054-265-5502
https://mecli.jp/

大日三協㈱

本のように開く花瓶
-Flowery Tale-

〒420-0039 静岡市葵区上石町2-15
TEL 054-252-9397　FAX 054-252-9396
https://pupu-zukousha.ssl-lolipop.jp/

㈱静岡図工社

WEBサイトURLをお願いします

2,400円（税込）

「飲食店を応援しよう」
と、ふじのくにエールチ
ケットを販売しています。
3,000円分のチケットが
2,400円で購入できます。
利用店は、浮殿、ITAMAE
朝太郎、すずとら、クラヤ
カトウ、入船鮨他、40店
舗。今回かなりの反響が
あり、追加チケットを販売し
ます。
→https://fujisyun.com/ticket/
電話またはFAXでもお申
込みいただけます。

新商品『Flowery Tale（フラワリーテール）』は本型をした
一輪挿しの花瓶です。１冊で３種類のフォルムを選ぶこと
が可能で、挿す花や飾る場所に合わせ好みのページを
開いて楽しむことができます。今までにないスタイリッシュ
な花瓶です。生花店・雑貨インテリア店・百貨店などを
対象に販売店の募集をしております。

花瓶や台紙の表面には、撥水性・耐水性に優れ、水や湿気に強い
特性を持つ「OKレインガード」天然パルプ100％を採用しています。
3,000円（税別）

オンライン会議の際にデジタル背景は便利なツールです
が、映像が乱れたり、輪郭がぼやけたりすることがありま
す。また、大人数の参加の会議だとデジタル背景禁止な
どもありますよね。そんな時は紙の背景プリントを使ってみ

ませんか？自
社のロゴや画
像をオリジナ
ルプリントし
て、遊び感覚
でアピールが
できますよ。

4,950円（税込）

登録した地域やお客さまの
ご契約地点で停電が発生・
復旧した場合、プッシュ通知
でお知らせします。
離れた倉庫や工場などの停
電情報もご確認いただけま
す。また、リンクするホームペ
ージで、復旧状況や予定な
どもご確認いただけます。こ
れを機会に是非ご登録をお
願いいたします。詳しくは当社
ホームページをご覧ください。



会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検 索で掲載事業所 募集中！

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕3-14-31-9
TEL 054-286-3161　FAX 054-284-2412
http://www.stvc.co.jp/

㈱静岡テレビセンター

インターネットの映像配信と
映像制作

ネットを使って、独自のセミナー・講習会、展示会、会社紹
介などが増えています
が、ネットがつながらな
いとか、内容がイマイチ
で、音質・画質・画面構
成など何とかならない
かなどお悩みの方、弊
社にご相談ください。
このたび弊社制作の
サイトをリニューアルし
ましたので、静岡映像
制作（s- eizo.jp/）をぜ
ひご覧ください。

清水区石川新町に
NEWOPENのパン屋

〒424-0007 静岡市清水区石川新町8-21
TEL&FAX 054-340-8441

タケウチ製パン

すべてのパンに国内産小麦粉を100％使用し、長時間
製法でしっとりと焼き上げた熟成食パン、もっちりとした食
感のプレッツェル、バターをたっぷり使用したスコーンが人
気です。火曜日・木曜日・土曜日の朝７時半から営業して
おりますので、朝食や昼食にぜひお召し上がりください。

熟成食パン1斤　291円(税込)

〒421-1313 静岡市葵区水見色880
TEL＆FAX 054-270-1017
IG instagram.com/cafe_chobay_mami　FB @cafe.chobay

窯焼きピザ CAFÉ 長兵衛

自然豊かな水見色の地で、お茶工場をリノベーション。旬
の食材を使ったピッツァとデザート、こだわりの珈琲をお出
ししています。契約農家さんから毎朝届くフレッシュなベビ

ーリーフたっぷ
りのサラダピッ
ツァをはじめ、毎
月変わる季節
のピッツァも好
評です。お席の
予約・テイクア
ウト可。インスタ
グラム・FBにて
情報発信中！

旬の食材たっぷりの
ピッツァをどうぞ♡

980円（税別）

Google360°撮影

〒420-0834 静岡市葵区音羽町3-11-301
TEL 070-1657-1704　FAX 054-689-5469
https://www.mano5147.com

Mano ［マーノ］

お店や施設などを360°のVR撮影からGoogleマイビジネ
ス上にアップロードいたします。24時間世界中からあなた
のお店や施設・物件など楽しむことができます。ランニング
コストのかからない広告・集客ツールとして半永久的に活
躍します。また、VRホームページのご提供もさせていただ
いております。

30,000円（税別）30 000円（税別）



静岡商工会議所会員限定
掲載無料PRコーナー

〒421-2106 静岡市葵区牛妻538-1
TEL&FAX 054-294-9300
https://ushizumacheese.com/

うしづまチーズ工場［Chestar House］

静岡県内の酪農家から毎朝仕入れた生乳100％使用！
良質なジャージー乳のミルク感と青カビのほろ苦さがマッ
チした逸品です。
個性のある熟成チーズをつくるため、試行錯誤を重ねた
こだわりの製法でツンとした臭いやえぐみを抑え、ブルーチ
ーズが苦手な方にも食べやすいチーズが誕生しました。
ぜひ一度ご賞味ください。

蒼～Sou～
静岡ブルーチーズ

100ｇ　1,500円（税込）

〒422-8053 静岡市駿河区西中原1-3-38
TEL&FAX 054-643-1957
https://forestview-ichikawa.jimdofree.com/

㈲市川木工

新型コロナウイルスと共存するための、新しい備蓄時代
が始まりました。「大人の道具箱」は、暮らしのメディカル
ボックスとして、医療品や備蓄品のローリングストック収納
に大変便利です。自分や家族の生活を守るための必要
最低限の備えをしながら、心と体の安心・安全を確保し、

毎日を合理
的で快適な
暮らしにしま
しょう。

新しい生活様式
「大人の道具箱」と暮らそう。

33,000円（税込）

〒420-0810 静岡市葵区上土1-2-17
TEL 0120-086-789　FAX 054-295-7142 

ユア・ラボ抗菌環境事業部［㈱暁］

新型コロナウイルス感染拡大防止対策への投資に最大
50万円を補助する国の事業再開枠を利用し、光触媒によ
る安心安全・綺麗な環境を作りませんか。
ナノサイズ酸化チタンをコーティング施工。パソコン・マウ
ス・スマホなどの電子機器にも対応ができ、蛍光灯の光で

抗菌が持続！ドアノ
ブ・手すり・水回り・
室内の環境でも施
工可能！

世界最小サイズの酸化チタンで
光触媒コーティング

6,800円（税別）

渋滞・豪雨・地震など、乗車中のあらゆるリスクに備える、
いざという時に役に立つ車載用防災セットです。２０１８年
グッドデザイン賞を受賞し、企業の社有車への備蓄だけ
でなく、ギフトとしても人気があります。大手自動車メーカー

３社の純正オ
プションのベ
ースとしても
採用されてい
る、品質・デザ
イン共に優れ
た商品です。

究極の車載用防災セット
「ボウサイブロック」

〒421-0113 静岡市駿河区下川原6-26-22
TEL 054-258-0214　FAX 054-258-9381
https://facil.jp/

ファシル㈱



これまでの再生計画策定支援だけでなく、
既存の借入に最大１年間返済猶予を行う特例支援が始まりました。

新型コロナの影響による資金繰りに悩む中小企業者の皆さんへ

借入金の元金返済を止め、資金繰りを守る新制度

新型コロナ特例リスケジュール

事業改善の見通しが
なければ支援不可

特例リスケ計画策定支援

再生計画策定支援

コロナの影響で業況が悪化した
事業者の当面の資金繰りを確保

もともとの経営不振が新型コロナの影響でさらに悪化。
借入の返済計画を大幅に見直せば何とか続けられるかも…

再生支援協議会が、特例リスケ計画の策定支援。
積極的に新規融資を含めた金融機関調整・合意
形成を支援します。

特例リスケ計画を策定後、毎月１回、計画遂行状況をモニタリング。モニタリング終了後の本格的な再生支援に
かかる事業再生計画策定費用の事業者負担を引き下げます。中小企業者を事業改善まで一貫してサポートします。

お問い合わせは

◆活動実績

〒420-0851  静岡市葵区黒金町20-8 静岡商工会議所会館3階
静岡県中小企業再生支援協議会

特例リスケ計画策定にかかる助言や

主要債権者（金融機関）の支援姿勢を確認した後、特例リスケジュール要請
すでにリスケジュール中の中小企業者も支援可能

資金繰りに悩む
事業者

こんなピンチをサポートします！

資金繰りのために、とにかく借入返済をリスケジュールしたい！

短期間で元金支払いストップ可能！複数の金融機関でもOK！
金融機関と経営者の間に入って調整します！

金融機関調整を支援し、
経営者の負担軽減！

国の資金繰り支援策（特別貸付等）をフル活用しても間に合わない。
既存の金融機関全体を調整して、資金繰りを持たせないといけない…

新型コロナの先行きが見えない中、資金繰りが心配

中小企業者

政府系金融機関

債権者
(民間金融機関)

信用保証協会

事業再生の専門家（金融機関経験者、公認会計士、税理士、
中小企業診断士、弁護士等）が伴走！
コロナ終息後の再生まで資金繰りのサポートをします！

対象
拡充

再生支援協議会
経営者と金融機関
の間に入って調整



静岡商工会議所報「Sing」へのPRチラシ同封サービスのご案内
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に配布します。
格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問合せ・お申込み先　静岡商工会議所　総務部 企画広報室（TEL 054-253-5111）

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットを絞ったPRができます。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できます。
※本サービスのご利用は当会議所の会員であること、他要件がございます。

（消費税抜き）

チラシ
サイズ
利用料金

Ａ４判まで（折りなし） １００，０００円
Ａ３判まで（２つ折り） １２０，０００円
仕上がりＡ４判まで／８ページ以内 １４０，０００円
仕上がりＡ４判まで／８ページ超 １４０,０００円に４ページ増す毎に２０，０００円加算

し
ご
と
な
で
し
こ

静

岡

の

未

来

常
に
緊
張
感
を
持
って

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

星　座 ： 
血液型 ： 
趣　味 ： 
ＴＥＬ ：
H　 P ： 

おひつじ座
A型
温泉・銭湯
054-369-2281
https://www.suzuyojidousha.co.jp/

望月　綾さん
も ち づ き 　 　 あ や
鈴与自動車運送㈱　清水支店 コンテナ輸送課

 
当
社
は
清
水
港
を
拠
点
と
し
た
海
上
コ
ン
テ

ナ
輸
送
を
メ
イ
ン
に
、バ
ラ
セ
メ
ン
ト・液
体
等

を
扱
う
バ
ル
ク
貨
物
や
重
量
貨
物・長
尺
貨

物
な
ど
も
取
り
扱
う
運
送
会
社
で
す
。若
手

社
員
が
多
い
の
で
す
が
、意
見
を
き
ち
ん
と

聞
き
入
れ
て
く
れ
る
風
通
し
の
良
い
職
場
で

す
。
ま
た
、福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て

2
0
1
8
年
に
保
育
園
を
開
設
、私
も
子
供

が
で
き
た
ら
入
園
さ
せ
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

私
は
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
当
日
の
運
行
指
示
や
、

翌
日
分（
１
日
約
2
0
0
本
）の
コ
ン
テ
ナ
を

清
水
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
搬
出
す
る
指
示
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
無
線
を
通
し
て
出
し
て
お
り
、

常
に
パ
ソ
コ
ン
に
張
り
付
い
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。荷
物
を
安
全
に
届
け
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
負
荷
が
掛
か
ら

な
い
よ
う
に
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
コ
ン
テ
ナ

を
効
率
よ
く
搬
出
で
き
る
よ
う
常
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
が
適
切
に
運
行
を

終
え
、全
員
が
事
故
な
く
無
事
に
戻
って
き
て

く
れ
る
こ
と
が
一
番
の
や
り
が
い
で
す
。少
し

の
ミ
ス
で
大
き
な
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、人
命
が
掛
か
っ
て

い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
緊
張
感
を
持
っ
て
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

休
日
は
温
泉
旅
行
に
出
掛
け
た
り
、銭
湯

に
行
っ
た
り
、の
ん
び
り
過
ご
し
気
分
転
換
を

図
って
い
ま
す
。

（旧姓：渡邉）

　

当
社
は
鋼
材
加
工
、パ
イ
プ
加
工
、フ
ラ
ン
ジ

接
合
を
メ
イ
ン
に
、大
型
テ
ン
ト
倉
庫
、イ
ベ
ン
ト

大
型
テ
ン
ト
な
ど
の
鉄
骨
加
工
製
作
を
行
っ
て

い
ま
す
。各
種
加
工
技
術
を
保
有
し
て
い
ま
す

の
で
、テ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、様
々
な
建
築
物
の

鉄
骨
加
工
が
可
能
で
す
。

　

以
前
、自
分
が
関
東
へ
出
向
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、関
東
エ
リ
ア
の
お
客
様
が
主
で
は
あ

り
ま
す
が
、お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
ど

こ
へ
で
も
出
向
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連

星　座 ： 
趣　味 ： 
ＴＥＬ ： 
H　 P ： 

やぎ座　血液型 ： B型
自転車競技、ゴルフ
054-366-6434
http://www.ms-tec1.jp/

牧田 洋典さん
静
岡
の
未
来
は

自
分
た
ち
の
手
で
！

㈲牧田製作所　代表取締役
静岡商工会議所青年部 令和２年度 S-one team委員会副委員長

絡
く
だ
さ
い
。

　

今
、当
社
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
技
術

の
継
承（
人
材
育
成
）で
す
。技
術
作
業
の
た
め
、

古
参
社
員
は
と
て
も
大
事
な
存
在
で
す
が
、い
つ

ま
で
も
頼
って
ば
か
り
い
て
は
会
社
の
未
来
は
な
い

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
、現
在
２
名
の
若
手
社
員

を
採
用
し
、技
術
の
継
承
を
図
って
お
り
、会
社
が

10
年
、20
年
経
っ
て
も
技
術
を
落
と
す
こ
と
な
く

成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

静
岡
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、た
く
さ
ん

の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、今

後
も
メ
ン
バ
ー
と
の
情
報
交
換
等
を
行
い
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
静
岡
の
未
来
、自
社
の
未
来
の
た
め

に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

地域の｢活気｣高める
リニア新幹線

静岡市駿河区出身。県立静岡高校卒業。国鉄中央鉄道学園
大学課程卒業後、川崎駅を経て東京駅に勤務。1987年の
国鉄分割民営化に伴い東海旅客鉄道株式会社（JR東海）に
入社し、引き続き東京駅で勤務。89年、人事部人事課に異動、
以後人事畑を歩む。2014年、総合研修センター研修部長、
17年、品川駅長、19年、東京駅長に就任。現在に至る。58歳。

Takeshi　Matsuki

昨
年
７
月
か
ら
JR
東
海
の
第
12
代
東

京
駅
長
を
務
め
る
。国
鉄（
当
時
）に
入

社
し
て
間
も
な
い
頃
、東
京
駅
の
一
駅
員

と
し
て
改
札
の
切
符
切
り
な
ど
を
担
当

し
た
。東
京
駅
勤
務
は
そ
れ
以
来
33
年

ぶ
り
。「
駅
長
を
拝
命
し
た
時
に
は『
い
よ

い
よ
か
』と『
帰
っ
て
き
た
』と
い
う
気
持

ち
が
交
錯
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
ま
し
た
」。

　

国
鉄
の
分
割
民
営
化
の
際
は
、仲
間

の
多
く
が
JR
東
日
本
に
就
職
し
た
が
、

「
私
は
静
岡
出
身
で
あ
り
、JR
東
海
を

希
望
し
入
社
し
ま
し
た
」。郷
土
愛
は

人
一
倍
強
い
。

　

国
鉄
時
代
を
通
じ
、ほ
と
ん
ど
人
事
畑

を
歩
ん
だ
。こ
の
た
め「
営
業
知
識
に
関
し

て
は
、東
京
駅
の
誰
よ
り
も
劣
り
ま
す
」と

苦
笑
す
る
。

　

駅
長
と
し
て
の
最
大
の
仕
事
は
、現
場
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。東
海
道
新
幹
線
の
安
全
安

定
輸
送
に
加
え
、グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め
約

4
0
0
人
の
社
員
が「
自
信
」と「
誇
り
」

を
持
って
楽
し
く
働
け
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
に
心
を
砕
く
。「
一
人
ひ
と
り
の
社
員

と
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
る
こ
と
に
心
が

け
て
い
ま
す
」。

　

東
京
駅
は
首
都
圏
の
陸
の
玄
関
口
。そ

の
中
心
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
東
海
道
新

幹
線
だ
。一
日
平
均
約
4
0
0
本
、20
万
人

近
い
利
用
客
が
乗
降
し
、日
本
の
大
動
脈

日
本
の
大
動
脈
輸
送
を
担
う

新
幹
線
ダ
イ
ヤ
に
も
好
影
響

輸
送
を
担
う
。今
年
3
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
、「
の
ぞ
み
」を
1
時
間
最
大
12
本
運
転

す
る
な
ど
、か
つ
て
な
い
輸
送
力
の
増
強
を

図
っ
た
。し
か
し
そ
の
直
後
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
ダ
イ
ヤ
は
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
、悔
し
い
思
い
を
し
た
。

「
新
幹
線
を
多
く
の
方
が
利
用
し
、日
本
が

元
気
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と

願
う
。

JR
東
海
は
、品
川
駅
か
ら
静
岡
市
の
北

端
を
通
過
し
て
名
古
屋
駅
を
結
ぶ
、リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
2
0
2
7
年
開
業
を

目
指
し
て
い
る
。「
静
岡
市
の
北
端
を
リ
ニ

ア
が
通
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
す
」と
松
木
さ
ん
。北
端
の
工
事
に
伴
い

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
、開

業
す
れ
ば
東
海
道
新
幹
線
は
現
在
に
比

べ
よ
り
柔
軟
な
ダ
イ
ヤ
編
成
が
可
能
と
な

る
、と
さ
れ
る
。「
地
元
だ
け
で
な
く
、静

岡
へ
の
利
便
性
は
格
段
に
上
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
」。

ま
ち
の
発
展
の
た
め
に
は「
活
気
」が
必

要
だ
。「
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
、街

が
人
で
賑
わ
う
こ
と
で
あ
り
、人
の
移
動

を
容
易
に
す
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が

肝
に
な
る
と
思
い
ま
す
。リ
ニ
ア
事
業
は

既
存
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
付
加
価
値
を
高

め
、地
域
振
興
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
」。

（
文
：
長
田
義
明
、写
真
提
供
：
松
木
さ
ん
）

東海旅客鉄道（JR東海）株式会社
東京駅長

松木 毅さん



　
『
金
と
き
池
田
店
』は
南
幹
線
を
東
へ
向
か
い

日
本
平
動
物
園
に
つ
な
が
る
Ｔ
字
路
を
曲
が
っ
て

す
ぐ
左
側
に
あ
り
ま
す
。昭
和
44（
１
９
６
９
）年

４
月
、静
岡
市
葵
区
新
伝
馬
で
創
業
し
、店
名
は

現
社
長
の
父
母
二
人
の
名
前
を
合
わ
せ
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。新
伝
馬
本
店
は
静
岡
市
の
区
画
整

理
事
業
で
や
む
な
く
移
転
、現
在
は「
金
と
き
池

田
店
」、「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
金
と
き
池
田
店
」、「
ス

テ
ー
キ
ゴ
ー
ル
ド
金
と
き
（
葵
区
昭
和
町
1-

2
ス
カ

イ
タ
ウ
ン
ビ
ル
１
階
）」の
３
店
舗
を
構
え
て
い
ま
す
。

　
『
料
理
に
は
最
高
の
忠
誠
を
つ
く
し
、お
客
様
に

は
最
高
の
笑
顔
で
サ
ー
ビ
ス
』を
モ
ッ
ト
ー
に
、昨

年
節
目
の
創
業
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

池
田
店
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
や
小
さ
な
子
供
連
れ
が

く
つ
ろ
げ
る
よ
う
小
上
が
り
席
を
備
え
た
肩
肘

張
ら
な
い
店
内
で
、名
物
の
各
種
ス
テ
ー
キ
、と
ん

か
つ
、ハン
バ
ー
グ
、ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
肉
料
理

を
中
心
に
、定
食
、カ
レ
ー
、丼
物
、パ
ス
タ
な
ど
幅

広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。数
あ
る
メ

ニュ
ー
の
中
で
も
特
に
人
気
な
の
は
、ア
メ
リ
カ
産
の

極
上
牛
ハ
ラ
ミ
を
使
っ
た「
特
テ
キ
ラ
イ
ス
」、ア
メ

リ
カ・オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
の
牛
リ
ブ
ロ
ー
ス「
金
と

き
ス
テ
ー
キ
ラ
イ
ス
」。と
て
も
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
秘
伝

の
タ
レ
と
の
相
性
抜
群
で
す
。美
味
し
さ
の
秘
密

は
、お
肉
の
産
地
や
部
位
の
使
い
分
け
で
、産
地×

部
位×

焼
き
加
減×

タ
レ
の
組
み
合
わ
せ
は
無
限

大
と
の
こ
と
。ま
た
、肉
の
扱
い
量
が
と
て
も
多
い

た
め
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
で
き
る
の
だ

そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、新
し
い
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
お
子
様
メ
ニュ
ー
や
デ
ザ
ー
ト
、サ
ラ
ダ
な
ど
の
サ

イ
ド
メ
ニュ
ー
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
『
金
と
き
』の
お
肉
を
食
べ
て
、こ
れ
か
ら
暑
さ

が
増
す
夏
場
を
乗
り
切
り
ま
せ
ん
か
？

創
業
当
時
か
ら
の
姿
勢
と
味
を

守
る
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン

手前：特テキライス200g 1,850円（写真は単品150円引き）、中：金ときカツライス（ライス・味噌汁・漬物付）1,045円
中右：野菜サラダ440円、後方ジョッキ：静岡茶ビール650円、グラス：静岡割り550円

長
沼
大
橋

長
沼
大
橋

ホンダカーズ

至清水テレビ静岡
本社

南幹
線

ネッツトヨタ

草薙総合公園

TAKEOUT
金とき

店長香野彰悟氏代表 松下秀宣氏

https://kintoki.cc/

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

特テキライス200g1,850円／300g2,680円、金
ときステーキライス200g1,600円／300g2,310
円、国産牛ステーキライス200g2,800円／400g 
5,400円、黒毛和牛ステーキライス・黒毛和牛網
焼きステーキライス200g各4,290円、ハンバーグ
ステーキライス200g890円／400g1,600円※
以上、サラダ・ライス・味噌汁付　金ときカツライス
1,045円、カツカレー880円、特製ナポリタン
1,100円、お子様プレート550円※平日はメニュー
の一部が通常価格から100～150円引き、無料で
ライスの中盛り・大盛りサービス。料金：すべて税込
昼：11時～14時30分（L.O.14時15分）
夜：17時～21時（L.O.20時45分）
定休日：不定休（ほぼ年中無休）
カウンター：４席、テーブル席：20名、お座敷
席：18名（店内禁煙）、駐車場：24台まで
〒422-8007 静岡市駿河区聖一色86-4
TEL 054-270-8636

池田店



おいしさそのまま、オイル不使用。

はごろもフーズ 検 索〒424-0823 静岡県静岡市清水区島崎町151番地 は、※ はごろもフーズ株式会社の登録商標です。

TEL（054）252-2121

静岡県信用保証協会

〒420-8710  静岡市葵区追手町5-4
アーバンネット静岡追手町ビル5階

浜松 支 店

本店 営 業 部

TEL（053）458-1212
〒430-8666  浜松市中区田町330-5

遠鉄田町ビル6階

沼津 支 店

TEL（055）926-0100
〒410-8691  沼津市米山町6-5

沼津商工会議所会館3階



（%）

経営者の年齢別にみた事業承継の準備状況後継者の育成に必要な期間

既に準備をしている

これから準備をする

現時点では
準備をしていない
現在は事業承継を
考えていない

（出典）中小企業基盤整備機構
「事業承継実態調査」

（2011年3月）

（出典）中小企業庁委託
「中小企業における事業承継に関する

アンケート・ヒアリング調査」
（2016年2月 ㈱帝国データバンク）

（再編・加工）

事業承継相談 静岡商工会議所 （静岡市事業承継支援事業）

事業承継を思い立ったら、静岡商工会議所にぜひご相談ください。

〒420-0851 静岡市葵区黒金町20-8
TEL 054-253-5113  FAX 054-254-6713

まずは下記にご相談ください。必要に応じて専門家やコーディネータに取り次ぎます。（支援にかかる費用の10万円相当を本事業が負担。）

発
行
  静
岡
商
工
会
議
所
  静
岡
市
葵
区
黒
金
町
20-8 〒

420-0851  企
画
広
報
室
 ＴＥＬ

．054-253-5111
印
刷
  ナ
ガ
ハ
シ
印
刷
株
式
会
社

https://w
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w
.shizuoka-cci.or.jp

info@
shizuoka-cci.or.jp


